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【枡形虎口の例】

【一般的な山城】

【小倉城跡】

土塁

埋門

土塁で形成された虎口

岩盤を掘削して設けた虎口

岩盤を直角・垂直に
掘削して枡形が形成
されています。

この辺りに埋門
があったのでは
ないかと想定さ
れています。

土塁

侵入者

第1の門／城外

第2の門／城内

枡形虎口の第二の門側から撮影

小倉城跡 HP

 【交通案内】
自家用車：県道ときがわ熊谷線の田黒交差点から約１．5km　大福寺前駐車場をご利用ください。
路線バス：と０２系統十王堂前経由武蔵嵐山駅西口行き「田黒バス停」下車徒歩約１．5km
乗合タクシー：共通乗降所「小倉城跡入り口」または、「田黒日枝神社」下車すぐ

マイナポイント事業
　　ホームページ

スマートフォンを
使って確定申告

マイナポイントの申請は 12 月 31 日まで

スマートフォンで確定申告
マイナンバーカードを利用して受けられるサービスの一つに、確定申告があります。
マイナンバーカードの読み取りに対応したスマートフォンに読み込ませて、使用する
ことができます。（※マイナンバーカードの読み取りに対応していない機種もございます。）

マイナンバーカードを使って、e-Tax にて確定申告を行えば ...
　　送信の際の本人確認書類の提示または写しが添付不要！
　　還付金の受け取りが 3 週間程度と早い！
　　確定申告期間中は 24 時間、申告を受付！
　　マイナポータルと連携すれば、生命保険料控除証明書等の
　　必要書類のデータを一括取得し、確定申告書への自動入力が可能になります！　
　　スマートフォンのカメラで給与所得の源泉徴収票を撮影し、確定申告書へ自動入力
　　が可能になります！（令和 4 年 1 月から対応予定）

マイナンバーカードを申請されて、まだ受け取りに来られていない方
①マイナンバーカード交付通知書・電子証明書発行通知書　　②本人確認書類　
③通知カードをお持ちいただいた上で、ご本人が 町民課 までお越しください。

※上記の書類いずれかをお持ちでない、マイナンバーカードの申請をされているか確認したい
　など、ご不明な点がございましたら、町民課までお問い合わせください。

２０２１年４月３０日までにマイナンバーカードを申請された方になります。

マイナポイントを申請できる方

対象のキャッシュレス決済サービスで、お買い物やチャージをすると
上限 5,000 円相当分（25％分）がポイントとして還元されます。

詳細は下記 URL か右の QR コードからご確認ください。
https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/service_search/

マイナポイントとは

マイナンバーカードに関すること：町民課（☎６５－０８１２）
マイナポイントに関すること　　：企画財政課（☎６５－０４０４）
確定申告に関すること　　　　　：東松山税務署（☎２２－０９９０）【自動音声「２」を選択】

開庁時間は、平日 8 時 30 分から 17 時 15 分まで。ただし平日火曜日の町民課は 19 時まで。

お問い合わせ

1213


